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第 1 回インパクト投資に関する勉強会 事前アンケート 

集計 概要 

2020 年 6 月 18 日 

インパクト投資に関する勉強会事務局 

 

１． アンケート概要 

 2020 年 6 月 6 日（土）に、第 1 回インパクト投資に関する勉強会の参加者を対象に

Google フォームを使用した WEB アンケート並びにメールアンケートを配布したとこ

ろ、26 名からの回答を得た。 

  

２． 集計概要 

(1) インパクト投資の一層の推進に当たり、今後特に重要・必要であると考えていることは

何ですか。 

 社会的インパクトの評価手法の明確化（14 件） 

 普及・啓発活動（9 件） 

 成功モデルの創出（6 件） 

 インパクト投資の定義・目的等の整理・明確化（5 件） 

 投資先企業とのコミュニケーション・情報開示（4 件） 

 ステークホルダーとの連携（3 件） 

 案件組成のための支援（3 件） 

 経済性と社会性の合理的関係性（2 件） 

 案件組成（2 件） 

 インパクトウォッシュへの対応（1 件） 

 投資家サイドのリスク管理（1 件） 

 インパクトレポート（1 件） 

 投資家の受託者責任とインパクト投資の関係整理（1 件） 

 ユニバーサルオーナーの考え方とインパクト投資の関係整理（1 件） 

 日本版スチュワードシップコードとインパクト考慮の関係整理（1 件） 

 

(2) 自社のインパクト投資への取組を通じて特に重要・必要である、あるいは今後の課題で

あると考えていることは何ですか。 

 社会的インパクトの評価手法の明確化（11 件） 

 社会的インパクトの評価体制（4 件） 

 案件組成（3 件） 

 普及・啓発活動（3 件） 

 ステークホルダーとの連携（3 件） 
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 インパクトウォッシュへの対応（2 件） 

 インパクト投資と ESG 投資（2 件） 

 投資先企業とのコミュニケーション（2 件） 

 社会的インパクト評価手法のブラッシュアップ（1 件） 

 インパクトマネジメント（1 件） 

 社会的性と経済性の合理的関係性（1 件） 

 案件販売（1 件） 

 成功モデルの分析（1 件） 

 インパクトレポート（1 件） 

 

(3) コロナ禍を受けて、インパクト投資の今後の推進に当たって特に重要な論点であると

考えていることは何ですか。 

 構造変化への対応（5 件） 

 経済性と社会性の合理的関係性（4 件） 

 脆弱層への対応（案件組成）（4 件） 

 普及・啓発活動（4 件） 

 インパクト投資の時間軸（3 件） 

 金融機関の社会的責任としてのインパクト投資（1 件） 

 インパクトウォッシュへの対応（1 件） 

 インパクト投資と ESG 投資（1 件） 

 ステークホルダーとの連携（1 件） 

 

(4) 今回の勉強会で特に議論したい・してほしい論点は何ですか。 

 社会的インパクトの評価手法（7 件） 

 インパクト投資の定義の明確化（6 件） 

 普及・啓発活動（5 件） 

 事例紹介（3 件） 

 エコシステム確立に向けて（2 件） 

 インパクト投資の現状・課題（2 件） 

 ステークホルダーとの連携（2 件） 

 コロナへの対応（1 件） 

 社会的インパクトの評価体制（1 件） 

 インパクト投資と ESG 投資（1 件） 

以 上 


